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 本発表ではモンゴル語学における動詞屈折の問題点をまとめ、とくに分詞形（従来は形動詞形と呼

ばれる）形式と定動詞形がモンゴル語族の諸言語の中でどのようにふるまうかという点を整理した。

その上で動詞屈折の観点からモンゴル語族の諸言語を北方のグループと南方のグループに分けて、言

語史についての簡略な考察を述べた。動詞の分詞形の用法の史的変化は一律に起こったものではなく、

主節における時制を表す用法の違いによりそれぞれ逆の変化を経てきている。 

モンゴル語族の諸言語において定動詞叙述形のうち過去時制を担うとされる形式には 1~3 種類あり、

中世モンゴル語における -lAGA に対応する (同源と思われる) 形式を有するのは北方の諸言語のみ

である。他方、完了分詞形が主節の述語として過去時制を担うことができる言語も同じく北方の諸言

語に多い。これは過去時制を担う形式が複数ある言語においは、それぞれの形式が証拠性などのモダ

リティ的な意味を担う比重が増えたために、モダリティ的に中立的な過去時制を表す形式として完了

分詞形が主節での述語用法を発達させた結果ではないだろうか。 

 非過去時制を表す形式はモンゴル語族の諸言語においておおむね同じ定動詞叙述形の要素が用いら

れる。そこでは分詞形が主節で用いられる余地がなく、もともとは主節でもある条件下で用いられて

いた未来分詞形が、単独では主節で用いられにくくなるという変化を経た。これは、過去時制におい

て分詞形が主節用法を獲得したのと逆の変化の過程であると言える。 


